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委員会調査報告書 

 

本委員会は、下記のとおり調査しましたので、宗像市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 

記 

 

【総合スポーツセンター整備事業調査特別委員会の設置目的】 

現在、検討が進められている「宗像市総合スポーツセンター」（以下、

「総合スポーツセンター」という。）が、市民のニーズを十分に、そして、

的確に捉えた施設となるよう、議会独自の調査機関として「総合スポーツ

センター整備事業調査特別委員会」（以下、「特別委員会」という。）を

設置し、総合スポーツセンター整備に関して必要と認める事項を調査研究

する。 

 

【調査の経過】 

平成２６年１０月１５日の第１回特別委員会から、勉強会等内部協議を

含め、１１回の会議を行った。市内、既存３体育館の現地調査、類似体育

館の現地視察を実施。建設計画に伴う施設規模、建設候補地、財政負担の

問題、また、既存３体育館の在り方等についても協議するとともに、宗像

市総合スポーツセンター整備審議会の進捗状況を、その都度、確認しなが

ら調査を行った。 

 

１ 第１回特別委員会（平成２６年１０月１５日） 

 市内の既存３体育館の施設概要確認、現地調査を行った。 

（１） 市民体育館 

竣 工  昭和５７年 

構 造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 

 延床面積 ３，６８２．７７㎡ 

 施設概要 アリーナ（バスケットコート２面）観客席２００席 

      １，４７７．４４㎡ 

      体育室（Ａ、Ｂ、Ｃ）７４５．３８㎡  

 駐 車 場 ２３２台 

 

（２）勤労者体育センター 

 竣 工  昭和５５年 

 構 造  鉄筋コンクリート造、一部ＰＣ造 

 延床面積 ７９２．５０㎡ 

 施設概要 アリーナ（バスケットコート１面）観客席なし 

６４４㎡ 

 駐 車 場 ８７台 

 

（３）玄海Ｂ＆Ｇ海洋センター 

 竣 工  昭和５５年 

 構 造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 

 延床面積 １，１０３．１１㎡ 

 施設概要 アリーナ（バスケットコート１面）観客席なし 

６９９．６㎡ 

 駐 車 場 約８０台 

 

２ 第２回特別委員会（平成２６年１０月１７日） 

 山口県防府市体育館の施設概要、現地視察を行った。 
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 防府市体育館（ソルトアリーナ防府） 

 竣 工  平成２２年 

 総事業費 約３７億円 

 構 造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 

 延床面積 １１，４３３．２２㎡ 

 施設概要 メインアリーナ（バスケットコート３面） 

観客席１，０００席（固定） 

２，２４２㎡ 

サブアリーナ（バスケットコート２面） 

１，０５０㎡ 

トレーニング室、軽運動室３室、会議室３室、控室４室 

キッズルーム １，１９３㎡ 他 

 駐 車 場 約８００台 

 

３ 第３回特別委員会（平成２６年１１月２５日） 

・既存３体育館の大規模改修実績（平成２０年度以降）について 

・既存３体育館の今後の改修時期、概算費用、耐用年数について 

 ・総合スポーツセンター整備に係る審議経過について 

 ・第２回宗像市総合スポーツセンター整備審議会の報告 

 

４ 勉強会（平成２６年１２月２２日） 

 ・今後の委員会の進め方等について 

・現状の課題整理、資料要求の確認 

 

５ 第４回特別委員会（平成２７年２月１９日） 

 ・第３回宗像市総合スポーツセンター整備審議会の報告 

 ・総合スポーツセンター整備スケジュールについて 

 ・近隣市（太宰府市、春日市、大野城市）屋内スポーツ施設との比較 

 ・建築工事費シミュレーション比較確認 

 ・市民体育館の大規模改修（観客席設置）の検討について 

 ・建築工事費、財源内訳、総トータルコスト（５０年間）の財政計画に

ついて 

 

６ 進捗状況確認（平成２７年４月２３日） 

 ・総合スポーツセンターの定義、規模等について 

 ・ＰＦＩ方式に向けての導入可能性調査について 

 ・社会資本整備総合交付金の制度変更について 

 ・今後のスケジュールについて 

 

７ 勉強会（平成２７年５月２８日） 

 ・今後の委員会の進め方等について 

 ・現状の課題整理 

 

８ 第５回特別委員会（平成２７年６月１８日） 

 ・第４回宗像市総合スポーツセンター整備審議会の報告 

 ・施設規模、整備候補地、財源問題、ＰＦＩ方式等について 

 

９ 第６回特別委員会（平成２７年７月２８日） 

 ・第５回宗像市総合スポーツセンター整備審議会の報告 

 ・第６回（第６回修正分含む）宗像市総合スポーツセンター整備審議会

の報告 

 ・今後の委員会の進め方等について 

 ・施設規模等の抜本的な見直しの報告 

 

１０ 勉強会（平成２７年８月３日） 

 ・執行部の抜本的な見直し発言を受けての課題整理 

・委員会報告書作成に向けての意見集約 

 

１１ 第７回特別委員会（平成２７年８月２１日） 

 ・委員会調査報告書のとりまとめについて 
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【提 言】 

総合スポーツセンター建設計画、施設規模１万㎡、総事業費６２億円

にあたっては、当初、財源として建築工事で「社会資本整備総合交付金」

（以下「交付金」という。）１９億２千万円を見込んでいたが、今年４

月、国の制度改正に伴い、交付金の確保が困難となる問題が発生した。 

このことにより、総事業費６２億円のうち、一般財源が当初計画の１

６億円から３３億円に倍増する見通しとなった。 

このまま、計画どおりに総合スポーツセンターの建設を進めた場合、

本市の財政運営に大きな負担を与える。 

そこで、本特別委員会として以下の項目を提言する。 

 

１ 財政面から総合的に判断した結果、今回の総合スポーツセンター建 

設計画については、抜本的な見直しを求める。 

 

２ 建設時期については、現在、東日本大震災からの復興、２０２０年 

の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、建設資材の価格高騰

や職人不足による建設工事費の高騰が予想されるため、市場調査を十

分に行い建設時期についても考慮すること。 

    

 ３ 建設を行う際は、以下の点に努めること。 

（１）建設後の維持管理費を含め、本市の財政状況に応じた施設内容と

し、既存の公共施設との連携、相乗効果を図り、施設に求められる

機能や品質を確保しながら、最小限の費用で最大限の効果が得られ

るようにすること。 

（２）市民ニーズの調査、意見集約を十分に行うとともに、将来の財政

負担についても、市民に丁寧に説明を行うこと。 

（３）一つひとつの工程をきちんと踏まえ、施設整備の候補地について

も、交通の利便性、安全性を考慮し、多くの市民に利用されるよう

な施設となるようにすること。 

 

４ 既存の３体育館の在り方については再検討を行うこと。 

 

５ 今後、公共施設の大規模な更新等に要する資金については、毎年、

計画性をもって積み立てを検討すること。 

 


